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緒 言 

 

 和歌山県のウメ生産量は全国の 60％以上（2013 年）を占める日本一の産地である．ブランド価値

を守るためには適切な施肥技術を確立し，環境負荷低減のイメージ定着が必要である．また，近年

の肥料価格高騰やウメ販売価格の低迷により，肥料にかかる経費が経営を圧迫しており，より効率

的な施肥技術の確立が緊急の課題となっている．現在，和歌山県では 10 a 当たり約 2 t の収量があ

る園で年間 25kg の窒素を，4 月上中旬に 15％，5 月上中旬に 15％，6 月上旬～7 月上旬に 40％，9

月中旬～10 月上旬に 30％の分施率で施用することが推奨されている（和歌山県農林水産部，2011）．

ウメにおける窒素肥料の施肥時期による吸収特性の違いについて，これまで高野（1985）は 4 月の

みの施肥は新梢伸長が優れ，7 月上旬のみの施肥が最も収量が多く，12 月上旬のみの施肥では窒素

利用率が低いことを，和歌山県うめ対策研究会（2000）は完熟果収穫では収穫後の施肥より収穫前

の施肥が窒素の吸収性が高いことを報告しており，それらを基に施肥時期が決定された．しかし，

年間の施肥量は解体調査によって得られた養分吸収量と天然供給量および浅見（1952）が提言した

利用率（50％）を元に算出されており（渡辺，1995），ウメの窒素吸収特性や施肥時期による吸収

率の違いは考慮されていない．施肥時期による吸収率を明らかにし，それぞれの時期に施用した窒

素が樹体のどの器官に多く利用されているかを知ることで，目的に合わせた効率的な施肥が可能に

なる． 

 また，和歌山県のウメ園は山なりに造成した傾斜地園が多いが，近年このような傾斜地園に加え， 
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